
（特非）　アサザ基金

（一社）　SDGs市民社会ネットワーク

霞ケ浦水源地の総合保全に向けたコンソー
シアムの設立とコミュニティビジネスの流
域ネットワーク化

「持続可能な開発目標」（SDGs）に関する市
民社会の活動の強化とマルチ・ステークホ
ルダー・プロセスの定着を目指した活動

水源地の再生面積 4.3 ha

イベント参加人数 642 人

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 14 ％
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活動内容と成果
水源地再生と集落活性化を一体化したコミュニティ
ビジネスの先行事例として、牛久市島田町の古民家
（空家）を活動拠点にするために改装した。古民家に
居住して水源地再生に関わる人材が5人確保できた。
集落自治会や地元公立学校との協力連携に向けた体
制ができた。古民家でイベント・セミナーを計15回
開催した。参加人数は642人。生物調査を各水源地で
3回実施した。計4.3haの耕作放棄地と森林を整備し
た。家畜の飼育技術のあるスタッフを新たに雇用し
て有畜農業への展開を図っている。

活動内容と成果
新型コロナウイルス感染症により社会の課題が顕在
化し、SDGsの達成状況は悪化している。SDGs市民
社会ネットワークは2020年度に5回の新型コロナウ
イルス声明を発表し、「SDGsを軸にした新型コロナ
ウイルス対策」の重要性と市民社会活動の役割と実
践について発信をしてきた。ウェブサイトには合計
8,000を超えるアクセスがあった。
また、6回の政党/議員勉強会を開催し、立法府での
SDGsに関する議論の活発化を進めた。その他、市民
社会の実践を広げる場として、地域SDGs指標の策
定に向けた連携プロジェクトを実施した。

課　題
霞ケ浦の流域では、水源地を管理してきた集落の過疎
化が進み、耕作放棄地の増加や森林の荒廃が進んでい
る。流域全体に広がる水源地を総合的に保全再生する
ことが課題となっている。

目　標
霞ケ浦流域の主要3水系で、水源地の耕作放棄地再生と
森林整備を、過疎集落の活性化と一体化したコミュニ
ティビジネスとして興し、流域展開への体制作りを行う。

課　題
新型コロナウイルス感染症により脆弱な立場にある
人ほど深刻なダメージを受けている。しかし、政策の
意思決定に当事者の声を反映させるシステムが定着
していない。

目　標
SDGs達成に向けてマルチ・ステークホルダー・プロ
セスが定着し、プロセスの質を向上させるシステム
が確立されている。
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■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で、計画
していた集落間の交流が難しくなっ
た。対象者に高齢者が多く、感染防
止に配慮する必要があった。

■工夫した点
イベントの参加者を地域に絞った
り、スタッフが個別に集落関係者を
訪ねて聞き取りを行うなどの工夫を
して実施した。

■苦労した点
様々な分野で活動する多様な市民社
会組織がネットワークの母体であ
り、組織のビジョンを具体化するプ
ロセスが重要であった。

■工夫した点
オンラインでの会合を活用し、国際
的な活動への参加や国内の地域連携
事業の実施など、距離的制約の克服
に努めた。

古民家に居住する人たちのライフスタイルをモデルに都市部からの移住者やテレ
ワーク利用者の誘致なども進めていきたい。今年度は、地元集落や学校との協働事
業を本格化するほか、コミュニティビジネスのモデルを具体化していきたい。

多様な市民社会組織の声を政策決定に反映させるためには、そのプロセスでの多
様性の確保が重要である。政策提言のアプローチに多様性をもたせ、だれ一人取り
残さない社会の実現に向けオルタナティブを提案していく。
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再生した耕作放棄地（谷津田）での田植え作業再生した耕作放棄地（谷津田）での田植え作業

SDGsケーキ（SDGs5周年イベント）SDGsケーキ（SDGs5周年イベント）

水源地での放置竹林整備のイベント水源地での放置竹林整備のイベント

超党派議連とのSDGsに関する意超党派議連とのSDGsに関する意
見交換会見交換会

各政党との意見交換会 6 回

主催イベントの開催 10 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 30 ％
 日本全域

 霞ケ浦流域


